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新ウィーン楽派への自然なる移行と発展の系譜を日本の優れた
若手演奏家と共に辿ってみたい。
プログラムは、シューベルトの《ピアノ三重奏曲第1番》で
幕を開け、弦楽四重奏曲《死と乙女》へと続く。肩肘張らない
シューベルトのインティメットな音楽と、ベートーヴェンや
当時の詩人達にインスパイアされたであろう劇性をもった、
それぞれのジャンル屈指の名曲だ。《死と乙女》の後には、4月に
演奏した最後の《弦楽四重奏曲ト長調》が作曲され、その先には
後期ロマン派や新ウィーン楽派の世界が拓け来る。ベルクと
シェーンベルクの斬新で美しく、どこか退廃的でもある世紀末
ウィーンの美はすぐそこだ。起承転結の「転」の部分には、
ブラームス最晩年のピアノ作品を置いた。本当は《クラリネット
三重奏曲》や《ヴィオラ・ソナタ》を配す誘惑にも駆られたが、
それはさすがにzu viel（too much）というものであろう。
　メンバーは、日本の精鋭の中でもトッパンホールでじっくり
音楽づくりに携わってきた面々から厳選した。加えて急成長中
のクァルテット・インテグラが駆けつけてくれるのも楽しみだ。
日本の、世界の音楽シーンをこれから切り拓き担っていくで
あろう若手の精鋭達による力の入ったとびっきり思い入れの
ある公演をぜひお聴きください。
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　新シーズンの開幕コンサートとなることが多い10月1日の
バースデーコンサートは、これまでハーゲン・クァルテットや
フォーレ四重奏団、ジャン=クロード・ペヌティエ、ピーター・
ウィスペルウェイら、トッパンホールの評価を共に高めて
きてくれたゆかり深い世界のトップアーティストやアンサン
ブルと、プログラムを議論、吟味しながら作ってくることが通例
だった。が、今年は少し趣向を変え、近年充実極まりない
豊かな音楽の時間をトッパンホールで育んできた日本の若手
アーティスト達と作ってみたいと考えた。
　今年4月に大きなチャレンジをしたトッパンホールアンサン
ブル－弦楽四重奏－の延長線上のプログラムを展開したかった
ことがその一番大きな要因だ。日本では得てしてドイツとオー
ストリアの音楽を一括りにして捉える傾向があるが、ウィーン
にいると、ドイツよりも旧東欧圏であるハンガリー、チェコ、
ルーマニアといった国 （々ドイツもバイエルン州など南はここに
含まれるか）との親和性の方がはるかに高いことを痛感する。
そんなローカリティも近年のグローバル化ですっかり影を
潜めつつあるが、クラシック音楽の歴史と誕生の系譜を辿って
いくと、シュテファン・ツヴァイクを持ち出すまでもなく、音楽は
もとより長らくヨーロッパの芸術文化の中枢であったウィーン
の中で起こった変遷には殊更眼を向けざるを得ない。そこで
4月のトッパンホールアンサンブルに続き、シューベルトから


